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近年、急速な人口高齢化の進展に伴い、循環器疾患の罹患率と死亡率
は急激に増加している。これは、加齢に伴う心臓血管系の機能低下や形態変化
に大きく依存していると考えられる。加齢は心臓血管疾患の主要な危険因子で
あり、この加齢によって引き起こされる心臓や血管への悪影響が病的作用をも
たらしているように思われる。従って、加齢は心臓血管系の機能障害と循環器
疾患リスクの増加と関連している。 
一方で、習慣的な身体活動や運動を行うこと、特に心肺体力を高める
ことは、動脈や心臓機能の向上や循環器疾患リスクの減少と関連することが報
告されている。心肺体力を高く保つことは、少なくとも一部分には、加齢に伴
う血管や心臓の形態変化・機能低下を最小限に抑えることや予防することに貢
献し、そのことが生理的機能や循環器疾患リスクに対して好ましい影響を及ぼ
しているかもしれない。 
本博士論文では、加齢に伴う動脈および心臓の形態変化（リモデリン
グ）、とくに頸動脈と左心室のリモデリングに焦点をあて、心肺体力との関係
を検討した。さらに、人々の身体活動や運動の促進により、循環器疾患の予防
に対する効果が強く期待されるが、その有効性に関する研究は未だ不十分な点
がある。高い心肺体力や中強度から高強度の身体活動を有する者では、加齢に
伴う動脈硬化の進展が抑制されていることが、多くの研究で明らかとなってい
る。しかしながら、低強度の身体活動が、動脈硬化の抑制に効果的であるかど
うかは明らかとなっていない。現代社会の技術発展による生活環境における利
便性の進歩が、現代人の身体活動の低下、とくに家事などの低強度の身体活動
量の低下の一因となっていることは明らかである。この現代人における、低強
度の身体活動量の低下が、循環器疾患リスクに関連するのではないかと考え、
低強度の身体活動量と加齢に伴う動脈硬化との関係を検討した。 
研究課題 1 として、加齢に伴う動脈リモデリングと心肺体力との関係
を明らかにする目的で、若年者から中高年者を対象に、頸動脈の壁厚、内腔径、
壁肥厚面積と最大酸素摂取量を測定した。その結果、若年群および中年群では、
頸動脈の壁厚および内腔径には、心肺体力の高い群と低い群で、有意な差は認
められなかったが、高年者において、心肺体力の高い群では低い群と比較して、
壁厚、内腔径、壁肥厚面積は有意に低い値を示した。これらの結果は、心肺体
力を高く保つことは、加齢に伴う動脈リモデリングを抑制する可能性を示唆し
ている。 
 動脈硬化の病態生理的意義を考えると、血管が連結している心臓の役
割も重要であると考えられる。そこで、研究課題 2 では、加齢に伴う左心室リ
モデリングと心肺体力との関係を明らかにする目的で、若年者から中高年者を
対象に、左心室相対壁肥厚度と最大酸素摂取量を測定した。その結果、若年群
では左心室相対壁肥厚度には、心肺体力の高い群と低い群で有意な差は認めら
れなかったが、中高年群において、心肺体力の高い群では低い群と比較して、
は有意に低い値を示した。これらの結果は、心肺体力を高く保つことは、加齢
に伴う左心室リモデリングを抑制する可能性を示唆している。 
 これまで、多くの研究によって、加齢に伴う動脈硬化に対する身体活
動や運動の有効性が示されてきたが、低強度の身体活動が動脈硬化の抑制に効
果的であるかどうかは明らかとなっていない。そこで、研究課題 3 では、低強
度の身体活動量と加齢に伴う動脈硬化との関係を明らかにする目的で、若年者
から中高年者を対象に、動脈の硬化度と低強度の身体活動時間を測定した。そ
の結果、若年および中年群では、低強度の身体活動時間が多い群と少ない群で
は、動脈の硬化度に有意な差は認められなかったが、高年群において、低強度
の身体活動時間が多い群では少ない群と比較して、動脈の硬化度は有意に低い
値を示した。これらの結果は、高齢者において、低強度の身体活動もまた加齢
による動脈硬化の抑制に効果的である可能性が示唆された。 
 本博士論文において、心肺体力を高く保つことは、加齢によって起こ
る血管や心臓の好ましくない生理的変化に対する効果的な方策であることを示
唆している。このことが、心肺体力の高い人では、循環器疾患の罹患率や死亡
率が低いということの理由の一つとなるかもしれない。さらに、心肺体力や、
中強度や高強度の身体活動だけでなく、低強度の身体活動もまた動脈硬化との
関係が示され、低強度の身体活動の有効性が示唆された。このことは、新たな
エビデンスを提示することにとどまらず、今後の指導現場において、日常的な
身体活動から健康維持・増進方法を提供できる新しい予防アプローチとなるか
もしれない。 
